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Ⅰ はじめに 

近代オリンピックは１８９６年に第１回が開催され、

現在では１１０年を超す歴史あるスポーツの祭典

である。その間に２度の世界大戦によるオリンピッ

ク開催の中止、東西冷戦などの影響によるオリン

ピックボイコットの歴史など近代オリンピックの移り

変わりがあった。多くのアスリートがそのオリンピッ

クという舞台を目指し日々努力しているが、近代

オリンピックは純粋なアスリートだけが関わることの

出来る舞台というわけではない。そこには複雑に

政治や社会、国際情勢や時代背景、ビジネスな

どの様々な思惑が存在しオリンピックというものを

形成している。現実的にスポーツは政治などに利

用されるべきではない、という考え方が多くあるが、

それが理想論に終わってしまっているからこそ、

近代オリンピックの歴史にも影を落としている。ま

た、現在も環境問題やドーピングなどの様々な問

題を抱えながら開催されている。今回私は、数々

の問題に直面し現在でも多く問題を抱えながら開

催されている近代オリンピックについて時代背景

なども考えつつまとめとみようと思う。 

 

Ⅱ 本論 

近代オリンピックの開催に至るまでには、クーベ

ルタン男爵の尽力によるところが大きい。このクー

ベルタン男爵が掲げた「アマチュアリズム」をはじ

め、現在のオリンピックとは規模も考え方も変化し

続けている。現在、近代オリンピックでは「アマチュ

アリズム」がなくなってしまったとはいえないが、純

粋な意味でのアマチュア選手はごく少数である。

見ているものを楽しませ、またアスリート自身もより

良いパフォーマンスを発揮したいと考えている以

上、プロのアスリートの参加は自然の流れだった

のかもしれない。 

オリンピックの本来の目的は青少年の健全な

成長、世界平和、国際親善の場を提供することだ

った。この絶えず変化してきた近代オリンピックで

あるが、変化する要因となった事件や、時代背景

が必ずあるはずである。ナチス政権の主導により

開催されたオリンピックや、加速する商業路線を

歩むことになったオリンピックは、その時代を如実

にあらわしているできごとだと思う。近代オリンピッ

クはそういった影響を受けやすいものであるともい

える。政治的なオリンピックは本来オリンピックの

意図にはないものであるが、現在まで必ずといっ

ていいほど政治とオリンピックは多少はあるが、つ

ながっているものである。しかしその事を頑なに拒

否し、排除することは不可能であり、不具合も生じ

てくる。政治と共存する近代オリンピックというもの

が成立しなければならないであろう。 

また、現在でも根深く残っているドーピング問

題は、オリンピックの信頼性、公平性が揺らぐ問

題である。ドーピング問題の影響はそれだけにと

どまらず、青少年への悪影響、アスリート自身の

健康も悪化する。このドーピング問題の対策や、

罰則、検査なども近代オリンピックが抱える問題

の重要なポイントである。環境問題や都市開発の

問題もオリンピックという世界最大のスポーツの祭

典であるからこそ、他のスポーツイベントの見本と

なる対策を講じる必要がある。それらの歴史的事

実や時代背景、また多く抱える問題を加えてまと

め、現在のオリンピックではどういった方向性で、



オリンピック運動が進められていくのかという事も

大事な問題であり、近代オリンピックの変化となっ

た要因や、諸問題もそれらを客観的な事実ととも

に、考察する。 

 

Ⅲ  まとめ 

近代オリンピックの変遷や抱えている問題を、こ

こでは総合的にまとめると、オリンピックは時代と

共に、改革されてきた。それは、単なるスポーツ大

会から経済や文化までも動かす力を備えているも

のである。近代オリンピックは現在から未来に向か

ってどういった方向性で進むべきか、変化し続け

てきた近代オリンピックにできることもある。 

 

 

 


